
ᖹ成 23 ᖺ度農業農村工学会資源循環研究部会 講演会࣭研究発表会 

～未来のエࣝࢿギ࣮࣭水࣭食料資源の循環向け࡚～ 

 ࣒ログࣛࣉ

㸰㸮㸯㸯ᖺ㸯㸮月㸰㸮日㸦木㸧 

東京ビッグサイト 

 西㸱ホ࣮ࣝ 商談室㸱 

 

㸯 開会㸦10:00㸧 

  10:00 研究部会会長あいさつ  九州大学大学院 教授             凌 祥之 

 

㸰 基調講演㸦10:05～11:35㸧 

  10:05 基調講演ࠕ農業集落排水を巡る情勢ࠖ 

講師：農林水産省農村振興局整備部 農村整備官 大田 武志 

 

  10:50 ᇶ調講演ࣂࠕオマス利活用を巡る情勢ࠖ 

講師：資源循環研究部会長㸦九州大学大学院農学研究院 教授㸧 凌 祥之 

 

㸱 事例報告㸦11:35～12:20㸧 

  11:35 事例報告㸯ࠕ水産加工残渣の࣓タン発酵࡛生ࡌるンࣔࢽ阻害の回避技術ࠖ 

報告：大成建設㸦株㸧 帆秋 利洋 

 

  11:50 事例報告㸰ࠕ集落排水処理施設おける省エࢿ運転手法の事例報告 

                   － 省エࢿ運転よる電気料の軽減の実施例 －ࠖ 

報告：㸦社)地域環境資源セン࣮ࢱ 佐藤 進 

 

  1「:05 事例報告㸱ࠕ汚泥減量装置の集落排水処理設備への適用ࠖ 

報告：日鉄環境エンࢪニアࣜング㸦株㸧 山本 一郎 

 

  12:20 昼食㸦70 分間㸧 

 

㸲 研究発表㸦13:30～16:30㸧 

  セࢵションϨ 集落排水処理汚泥࣭処理水の再利用 

  座長：藤原 信好 㸦社㸧地域環境資源セン࣮ࢱ 集落排水部長 

 

  13:30 Ϩ－ձࠕ集落排水高度処理中のࣜࢺࢼウ࣒硫酸が水稲生育及ぼࡍ影響ࠖ 

愛媛大学農学部 治多 伸介 

 

 



  13:50 Ϩ－ղࠕ農業集落排水処理場向けࣜン除去装置の開発ࠖ 

㸦株㸧酉島製作所 西嶋 秀幸 

 

  14:10 Ϩ－ճࠕ浄化槽三次処理面源不可処理を目的ࡋたࢻࢵࣜࣈࣁ伏流式人工湿地ࠖ 

北海道大学農学部 井上 京 

 

  14:30 セッࢩョン総括 

 

  セࢵションϩ ࣓タン発酵࣭液肥利用評価 

  座長：岡庭 良安 㸦社㸧地域環境資源セン࣮ࢱ バイオマ࣮ࢳࢫム࣮࣮ࣜࢲ 

 

  14:40 ϩ－ձ࣓ࠕタン発酵消化液よるコマࢼࢶ栽ᇵ環境への影響ࠖ 

東京農工大大学院 加藤 亮 

 

  15:00 ϩ－ղ࣓ࠕタン発酵消化液の水田への施用方法及び施用時期が土壌中の窒素導体及ぼࡍ影響ࠖ 

京都大学大学院 渡部 慧子 

 

  15:20 ϩ－ճ࣓ࠕタン発酵消化液を用いた水稲栽ᇵおける最適࡞栽ᇵ管理法の提案ࠖ 

京都大学大学院 中出 潤 

 

  15:40 ϩ－մࠕ耕作放棄地࡛栽ᇵのスࢺ࣮ソࣝガ࣒を原料ࡍるࣂオエタ࣮ࣝࣀ生産システ࣒の 

評価ࠖ 

茨城大学大学院 ྜྷ田 薫ᖹ 

 

  16:00 ϩ－յࠕ外部経済効果の積極的評価よるࣂオマス利活用の推進ࠖ 

㸦独㸧農業࣭食品産業技術総ྜ研究機構 柚山 義人 

 

  16:20 セッࢩョン総括 

 

㸳 審査及び部会長賞の授与㸦17:45～17:00㸧 

 

㸴 閉会㸦17:00㸧 


